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 ＜参考資料＞                             ２０２１年９月８日 

 ライオン株式会社 

 

マスク生活による“顔肌乾燥”で、女性の「老け見え」が進行かも！？ 

乾燥シーズンを前に「コロナ禍における肌乾燥に関する意識調査」を実施 

～アフターマスク時代に向けて「ヘパリン類似物質」などを活用したスキンケアを～ 

 
ライオン株式会社（代表取締役社長・掬川 正純）は、昨年から続くコロナ禍でのマスク生活等により、

肌の悩みが増えた20歳～59歳の女性1000名を対象に「コロナ禍における肌乾燥に関する意識調査」を実施し

ました。 

本調査では長引くマスク生活による顔肌乾燥の深刻化と共に、顔肌乾燥の影響で多くの女性が、自身の

“老け見え”を感じていることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本リリース最終項に各種メディアなどでも活躍されている皮膚科医「慶田 朋子」先生より頂いた、本調

査結果へのコメント、今後のスキンケアへのアドバイスを紹介しております。 

 

 

 

【調査結果サマリー】 

１．コロナ禍のマスク着用などで“顔肌乾燥”が進行 スキンケアの保湿ニーズ高まる 

 ■コロナ禍のマスク着用で肌状態が悪化！トラブルTOP3は「吹き出物/ニキビ」「肌荒れ」「乾燥」 

■コロナ禍で“顔肌乾燥”がひどくなったと感じる方が 7割以上！乾燥トラブルが深刻化 

 ■スキンケアアイテムへの関心が上昇！中でも「保湿機能」へのニーズ高まる 

 

２．コロナ禍の顔肌乾燥で“老け見え”が進行かも！？ 

 ■コロナ禍で女性の約４割が自身の“老け見え”を実感 

 ■“老け見え”の原因は「乾燥」かも！？“見た目年齢が若い”と感じている女性ほど保湿を重要視！ 

 

３．アフターマスクの不安は肌荒れ！？  

今求められるスキンケアは断然「保湿」！使用意向が高いのは「ヘパリン類似物質」！ 

 ■マスクを外すことでの見た目や顔の肌に関して不安 TOP は「肌荒れが見えてしまうこと」 

 ■アフターマスク時代に向けて行いたいスキンケアは「保湿」！ 

 ■8 割以上が使ってみたい！保湿成分「ヘパリン類似物質」！ 

 

 

 

 

【調査概要】 

調査期間：2021 年 8 月 5 日（木）～2021 年 8 月 7 日（土） 

調査方法：インターネット調査 

調査対象：新型コロナウイルス蔓延以降(2020 年 4 月以降)顔のお肌の悩みが増えた全国 20 歳～59 歳の女性 1,000 名 
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<図3>新型コロナウイルス蔓延以降(2020年4月以降)、

顔の肌の乾燥状態に変化はありましたか？（ひとつだけ）

乾燥がひどくなった どちらかといえば乾燥がひどくなった 変わらない（もしくは良くなった）

＜調査結果＞ 

１．コロナ禍のマスク着用などで“顔肌乾燥”が進行 スキンケアの保湿ニーズ高まる 

■コロナ禍のマスク着用で肌状態が悪化！トラブル TOP3 は「吹き出物/ニキビ」「肌荒れ」「乾燥」 

 「新型コロナウイルス蔓延以降(2020年4月以降)、マスクの着用により肌の状態は変化しましたか？」

という質問に対して、89.6%の女性が「変化した（悪くなった）」と回答しました(図1)。また、その具体的

な変化の内容を伺うと、「吹き出物・ニキビ(48.9%)」がもっとも多く、次いで「肌荒れ(45.0%)」、「乾燥

(42.0%)」という結果となりました(図 2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■コロナ禍で“顔肌乾燥”がひどくなったと感じる方が 7割以上！乾燥トラブルが深刻化 

 「新型コロナウイルス蔓延以降(2020年 4月以降)、顔の肌の乾燥状態に変化はありましたか？」という

質問に対して、全体の 74.1％の女性がコロナ禍で“乾燥がひどくなった(「乾燥がひどくなった」、

「どちらかといえば乾燥がひどくなった」回答者)”と回答しました（図 3）。長引くマスク生活が、女

性の顔肌乾燥トラブルの原因の一つとなっていることが伺えます。 
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<図1>新型コロナウイルス蔓延以降(2020年4月以降)、

マスクの着用により肌の状態は変化しましたか？（ひとつだけ）
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<図2>【マスクの着用で肌の状態が変化した(悪くなった)】と回答した方へお伺いいたします。どのような変化がありましたか？（いくつでも）
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<図5>スキンケアのどのような効果への期待が高まりましたか？（いくつでも）

■スキンケアアイテムへの関心が上昇！中でも「保湿機能」へのニーズ高まる 

コロナ禍以降、美容アイテムの中でもスキンケアアイテムへの興味関心が最も高まっていました（図4）。

さらにスキンケアへの関心が高まった人に対して、スキンケアに求める効果を伺ったところ、76.1％の

人が「保湿機能」と回答しています（図 5）。マスクによる肌荒れ症状として吹き出物やニキビが最も多

くあげられていますが、スキンケアに対しては、吹き出物・ニキビ対策以上に「保湿機能」への関心が

高まっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．コロナ禍の顔肌乾燥で“老け見え”が進行かも！？ 

■コロナ禍で女性の約４割が自身の“老け見え”を実感 

コロナ禍以降の自身に対する見た目年齢の意識を伺ったところ、40.7％の女性がコロナ禍を経て、

見た目年齢が“実年齢よりも老けて見える（「実年齢よりも老けて見えると感じる」、「実年齢よりもやや

老けて見えると感じる」回答者）”と感じていると答えました（図 6）。 
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<図6>新型コロナウイルス蔓延以降(2020年4月以降)、

ご自身の見た目の年齢に変化がありましたか？（ひとつだけ）
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<図4>新型コロナウイルス蔓延以降(2020年4月以降)、関心の高まった美容アイテムを教えてください。（いくつでも）［n＝1,000］ 

［n＝786］ 

実年齢よりも老けて見える 

40.7% 

［n＝1,000］ 
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<図7>【実年齢よりも老けて見えると感じる／やや老けて見えると感じる】と回答した方へお伺いいたします。

何が原因だと感じられますか？（いくつでも）
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<図8>【実年齢よりも若く見えると感じる／やや若く見えると感じる】と回答した方へお伺いいたします。

心がけているスキンケアについて教えてください。（いくつでも）
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<図9>感染拡大以外にマスクを外すことでの見た目や顔の肌に関して不安に思うことはありますか？（いくつでも）

■“老け見え”の原因は「乾燥」かも！？“見た目年齢が若い”と感じている女性ほど保湿を重要視！ 

見た目年齢が“実年齢よりも老けて見える（「実年齢よりも老けて見えると感じる」、「実年齢よりもやや

老けて見えると感じる」回答者）”と回答した人に対して、その原因を伺ったところ50.9%の人が「乾燥」と

考えており、回答項目の中で最も高い結果となりました(図7)。 

一方で、見た目年齢が“実年齢よりも若く見える(「実年齢よりも若く見えると感じる」、「実年齢よりも

やや若く見えると感じる」回答者) と回答した人に対して、心がけているスキンケアについて伺ったところ

74.4%の人が「保湿」と回答しました(図8)。 

 これらから、“顔肌乾燥”が見た目年齢にも大きな影響を与えると共に、スキンケアでの「保湿」が“老け

見え”対策に効果的であると考える人が多いことが推察されます。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．アフターマスクの不安は肌荒れ！？ 今求められるスキンケアは断然「保湿」！ 

■マスクを外すことでの見た目や顔の肌に関して不安 TOP は「肌荒れが見えてしまうこと」 

新型コロナウイルス収束後、マスクを外して生活することに対して不安に思うことを伺ったところ、

51.9％の女性が「肌荒れが見えてしまうこと」と回答しました(図 9)。いち早くマスクの無い生活を求

めている方が多いと予想される中、長引くマスク生活の影響による肌荒れが、新型コロナウイルス収束

後の新たな不安材料になっていることが明らかとなりました。 
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<図11>顔の肌にも使いやすい、ヘパリン類似物質配合の

スキンケアアイテムがあったら使ってみたいですか？（ひとつだけ）
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<図10>マスクを外す前に行いたいスキンケアを教えてください。（いくつでも）

■アフターマスク時代に向けて行いたいスキンケアは「保湿」！ 

マスクを外すことで「肌荒れが見えてしまう」ことを不安視している人に対して、マスクを外す前に

行いたいスキンケアについて伺ったところ、73.8％の女性が「保湿」と回答しました（図 10）。今後、

マスクを外すことができるようになった時のために、「乾燥」対策を行うことへの意識が高まっている

と推察されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■8割以上が使ってみたい！保湿成分「ヘパリン類似物質」！ 

 “バリア機能を修復”、“肌自体のうるおう力を高める”、“血行を促進する”など、繊細な顔の肌の乾燥に

も有効な成分である「ヘパリン類似物質」。そのような顔の肌にも使いやすい「ヘパリン類似物質」配合の

スキンケアアイテムの使用意向を伺ったところ、87.7%の女性が“使ってみたい(「使ってみたい」「ど

ちらかというと使ってみたい」回答者)”と回答しました(図 11)。使ってみたい理由を伺うと、「肌自体

のうるおう力を高める点がいいと感じます」や「肌機能を修復したい」、「肌質が改善できそう」などの

声があがっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本調査結果より、長引くマスク生活は顔肌乾燥を助長すると共に、見た目年齢の高齢化“老け見え”

にもつながっていることが推察されました。老け見えの要因とも言われる、しみ・くすみ・小じわなど

の要因のひとつである「乾燥」対策として、保湿への意識が高まっていることが推察されました。 

またそのような中、優れた保湿成分である「ヘパリン類似物質」配合アイテムの利用意向が高いこと

も明らかになりました。アフターマスク時代に向けて「ヘパリン類似物質」などの優れた保湿成分をう

まく活用し、毎日の乾燥対策を是非始めてみてください。 

［n＝519］ 

ヘパリン類似物質配合の 

スキンケアアイテムを使ってみたい 

87.7% 

［n＝1,000］ 
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マスクの無い生活に向けて、 

「ヘパリン類似物質」などの保湿剤を使った正しいスキンケアを 

2020 年の 4月以降マスクを着用することによる、肌トラブルを訴える患者様は増え続け、マスク

生活の長期化で、なかなか改善しない状況です。マスクによる肌荒れの主な症状は、「にきび・吹

き出物」、「脂漏性皮膚炎」、肌荒れによる「乾燥」などがあげられます。「乾燥」を放置し、軽微な

炎症が続くと、シミやくすみ、小じわなどの要因となり、それが老け見えの原因になってきます。 

これらのマスクによる肌トラブルを予防するためには正しいスキンケアが欠かせません。 

まだまだマスクを外して生活できるような状態では無いですが、いつマスクを外して生活出来るよ

うになってもいいように、毎日のスキンケアが引き続き重要になります。スキンケアの根本は優し

く洗って、しっかり保湿をすることです。保湿は、ただ肌を水で湿らせることではありません。肌

に水分をしっかり抱えさせることの出来る成分「セラミド」・「ヒアルロン酸」・「ヘパリン類似物

質」などの、保湿成分をうまく活用した、正しいスキンケアを行いましょう。 

特に「ヘパリン類似物質」は、皮膚科医がアトピー性皮膚炎や乾皮症の治療に長く処方してきた保

湿成分であり、多数の臨床研究からその高い保湿効果が認められています。バリアが脆弱な上、衣

類で覆うことができない露出部、さらにマスクによるダメージを受けている顔肌のケアには、おす

すめの成分の一つです。 

乾燥ケアの基本は 1日に 2回朝晩の洗顔の後に、保湿剤を塗り漏れ無く、やや肌がしっとりする程

度十分に塗布することです。加えて、マスク着用によるダメージがひどい場合などは、十分に汗を

拭きとったうえで、日中に保湿剤を塗り足すことも有効です。 

慶田 朋子 
銀座 ケイスキンクリニック 院長 

日本皮膚科学会認定皮膚科専門医 

日本レーザー医学会認定レーザー専門医 

医学博士 

 

東京女子医科大学医学部医学科卒業。同大にて皮膚科助手、美容クリニッ

ク勤務などを経て、銀座ケイスキンクリニックを開設。メスを使わないエ

イジングケアをモットーに医療機器や注射によるナチュラルな若返りに定

評あり。食と美容、健康など幅広い知識を持ち、現在は雑誌やテレビでも

活躍。著書「女医が教える、やってはいけない美容法 33」（小学館）「365

日のスキンケア」（池田書店）が好評。 

お問い合わせ窓口 
＜報道関係の方＞ コーポレートコミュニケーションセンター ０３－３６２１－６６６１ 
＜消費者の方＞  お 客 様 セ ン タ ー  ０１２０－５５６－９１３ 


